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多
数
の
犠
牲
者
を
出
し
た
自
然
災
害

１ 

警
察
に
お
け
る
災
害
対
策

一　
防
災
行
政
に
お
け
る
警
察
の
役
割

　

昭
和
三
四
年
九
月
、
約
五
、一
○
○
人
の
死
者
・

行
方
不
明
者
や
約
三
万
九
、
○
○
○
人
の
負
傷
者
等

の
人
的
被
害
と
七
、
○
○
○
億
円
を
超
え
る
物
的
被

害
を
も
た
ら
し
た
「
伊
勢
湾
台
風
」
を
契
機
と
し
て
、

総
合
的
、
計
画
的
な
防
災
対
策
を
推
進
す
る
必
要
か

ら
、
三
六
年
一
一
月
に
、
災
害
対
策
基
本
法
が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

「伊勢湾台風」による被害状況（昭和34年、愛知）（共同）

　

同
法
で
は
、「
防
災
」
の
定
義
に
つ
い
て
、「
災
害

を
未
然
に
防
止
し
、
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け

る
被
害
の
拡
大
を
防
ぎ
、災
害
の
復
旧
を
図
る
こ
と
」

と
規
定
し
、
防
災
行
政
を
「
災
害
予
防
」、「
災
害
応

急
対
策
」、「
災
害
復
旧
」
に
大
別
し
て
い
ま
す
。
警

察
が
行
う
災
害
警
備
活
動
の
大
部
分
は
、
こ
の
中
の

「
災
害
応
急
対
策
」
に
当
た
り
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
平
素
か
ら
災
害
危
険
箇
所
の
点
検
等

を
行
う
と
と
も
に
、
災
害
の
発
生
に
際
し
て
は
、
災

害
警
備
本
部
等
を
設
置
し
て
所
要
の
体
制
を
確
立

し
、
関
係
機
関
と
の
情
報
交
換
に
努
め
、
現
場
に
広

対
策
を
一
層
充
実
す
る
た
め
の
対
策
に
つ
い
て
検
討

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
検
討
結
果
を
受
け
、
同
年
六

月
、
大
規
模
災
害
に
即
応
で
き
、
か
つ
、
高
度
の
救

出
救
助
能
力
と
自
活
能
力
を
併
せ
持
つ
災
害
対
策
専

門
の
広
域
緊
急
援
助
隊
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

広
域
緊
急
援
助
隊
は
全
国
の
警
察
に
設
置
さ
れ
、

約
四
、
〇
〇
〇
人
の
隊
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

同
隊
は
、
先
行
情
報
班
、
救
出
救
助
班
、
交
通
対
策

班
、
活
動
支
援
班
か
ら
編
成
さ
れ
、
国
内
に
お
い
て

大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
、
又
は
発
生
す
る
お
そ
れ

が
あ
る
場
合
、
直
ち
に
被
災
地
等
に
赴
き
、
被
害
情

報
や
交
通
情
報
の
収
集
、
被
災
者
の
救
出
救
助
、
緊

急
交
通
路
の
確
保
等
の
活
動
に
当
た
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

域
緊
急
援
助
隊
を
始
め
と
す
る
警
察

部
隊
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
等
を
派
遣
し

て
情
報
の
収
集
、
救
出
救
助
、
行
方

不
明
者
の
捜
索
、住
民
の
避
難
誘
導
、

交
通
規
制
等
所
要
の
災
害
警
備
活
動

を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

二　
広
域
緊
急
援
助
隊
の
創
設

　

警
察
で
は
、
平
成
七
年
一
月
に
発

生
し
た
「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」
に

お
け
る
活
動
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
貴

重
な
経
験
を
踏
ま
え
、
大
規
模
災
害

「阪神・淡路大震災」発災時における救出救助活動
（平成7年１月17日、兵庫）
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２ 
五
〇
年
間
の
被
害
状
況

　

我
が
国
は
、
国
土
の
約
七
〇
パ
ー
セ
ン
ト
を
山
地

が
占
め
て
お
り
、
限
ら
れ
た
わ
ず
か
な
平
野
等
に
人

口
や
資
産
が
集
中
し
て
い
る
た
め
、
一
た
び
、
災
害

が
発
生
し
た
場
合
、
大
き
な
被
害
が
発
生
し
や
す
い

自
然
条
件
下
に
あ
り
ま
す
。

　

毎
年
、多
く
の
被
害
が
発
生
し
て
お
り
、昭
和
二
九

年
か
ら
平
成
一
五
年
ま
で
の
五
〇
年
間
に
お
け
る
台

風
、
大
雨
、
地
震
等
の
自
然
災
害
に
よ
る
被
害
は
、

死
者
・
行
方
不
明
者
約
二
万
九
、
○
○
○
人
、
負
傷

者
約
一
三
万
八
、
○
○
○
人
に
上
り
ま
す
。（
警
察

庁
ま
と
め
）

　

近
年
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
都
市
部
に
お
け
る

過
密
化
、
土
地
利
用
の
高
度
化
、
地
域
の
開
発
等
が

一
層
進
展
し
、
地
下
街
、
石
油
コ
ン
ビ
ナ
ー
ト
、
原

子
力
施
設
等
が
増
加
し
、
さ
ら
に
は
高
齢
化
社
会
の

到
来
等
に
よ
り
、
大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
場
合
に

は
、甚
大
な
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
、
平
素
か
ら
災
害
危
険
箇

所
の
調
査
、
様
々
な
事
態
を
想
定
し
た
災
害
警
備
計

画
の
策
定
等
に
努
め
る
と
と
も
に
、
広
域
緊
急
援
助

隊
を
含
め
た
警
察
職
員
に
対
す
る
教
養
や
実
践
的
訓

練
を
行
い
、
災
害
の
発
生
時
に
迅
速
的
確
な
対
応
が

可
能
と
な
る
よ
う
備
え
て
い
ま
す
。

広域緊急援助隊の訓練（平成15年、四国管区）

「北海道豊浜トンネル崩落事故」における活動状況（平成８年、北海道）

被 害 種 別 単位 総合計

死 　 　 者
人
的

人 25,307

行 方 不 明 人 3,393

負  傷  者 人 137,845

全 　 　 壊

建

物

被

害

棟 235,715

半 　 　 壊 棟 495,065

流 　 　 出 棟 17,448

全 　 　 焼 棟 9,724

半 　 　 焼 棟 454

床 上 浸 水 棟 2,224,221

床 下 浸 水 棟 8,469,611

一 部 破 損 棟 3,069,208

非 住 家 被 害 棟 917,720

道　 路　 損　 壊 箇所 262,618

橋　 梁
りょう

　 流　 失 箇所 46,165

堤　 防　 決　 壊 箇所 82,386

山（ 崖 ） く ず れ 箇所 262,144

鉄  軌  道  被  害 箇所 25,955

通 信 施 設 被 害 回線 1,753,015

木　 材　 流　 失 m３ 663,118

山　 林　 焼　 失 ha 43,206

沈 　 　 没
船
舶
被
害

隻 10,956

流 　 　 失 隻 8,821

破 　 　 損 隻 35,095

ろ か い の 舟 隻 24,631
昭和29年から平成15年までの50年間における自然災害による被害状況


